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※観測：紋別市 ※分析：（株）エコニクス

◎水温 （0～9mまでの平均値） ◎塩分 （0～9mまでの平均値） ◎Chl. a （0～9mまでの平均値） ◎動物プランクトン・沈殿量

※5月7日分は欠測のため非表示 ※5月7日分は欠測のため非表示 ※5月7日分は欠測のため非表示

平均水温

（℃）

平均塩分

（PSU）

平均Chl.a

（μg/ℓ）

沈殿量 （NORPACネット） （NORPACネット） （NORPACネット）

（ml/m3） （北原式定量ネット） （北原式定量ネット） （北原式定量ネット）

主な出現種 （NORPACネット） （NORPACネット） （NORPACネット）

（北原式定量ネット） （北原式定量ネット） （北原式定量ネット）

備考

※種名の先頭に“◎”がつく種類は、出現量の多い種類を示す。[ ]内の“+”は分析者の経験から、サンプル中の個体数の多さが後述の程度であると判断し、区分したグループである（[+]出現、[++]やや多い、[+++]多い、[++++]かなり多い、[+++++]極めて多い）。

※種名の後ろの記号は、分析者の経験から北海道における出現傾向に後述の特徴があると判断し、区分したグループである（◆冷水性種、◆暖水性種、■汽水性種）。

   (ｶｲｱｼ類の1種)[汽水性]
○Acartia steueri [+]◆
   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]
◎Copepoda (nauplius) [++]
   (ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]    (二枚貝類の幼生)
○Clausocalanus pergens [+]◆
   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]

◎Paracalanus parvus  s. l. [++]◆

◎Podon leuckarti [++]
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（NORPACネット） －
（北原式定量ネット）－

◎Gastropoda (larva) [+++]
   (巻貝類の幼生)

   (ｶｲｱｼ類の1種)[冷水性/汽水性]

○Mesocalanus tenuicornis [+]◆

○Clausocalanus pergens [+]◆
   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]

   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]

○Eurytemora herdmani [+]◆■

   (ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)   (ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

○Eurytemora herdmani [+]◆■
   (ｶｲｱｼ類の1種)[冷水性/汽水性]
◎Copepoda (nauplius) [++]

   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]
◎Paracalanus parvus  s. l. [+++]◆
   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]

◎Copepoda (nauplius) [+++]

○Acartia hudsonica [+]■
   (ｶｲｱｼ類の1種)[汽水性]

◎Paracalanus parvus  s. l. [++]◆

○Acartia hudsonica [+]■

   (ｶｲｱｼ類の1種)[汽水性]

○Eurytemora pacifica [+]■
   (ｶｲｱｼ類の1種)[汽水性]
○Acartia hudsonica [+]■
   (ｶｲｱｼ類の1種)[汽水性]

   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]    (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]
○Clausocalanus pergens [+]◆ ○Labidocera japonica [+]◆
   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]    (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]
○Eurytemora herdmani [+]◆■ ◎Podon leuckarti [++]
   (ｶｲｱｼ類の1種)[冷水性/汽水性]

3.5

（NORPACネット） －
（北原式定量ネット）－

（NORPACネット） －
（北原式定量ネット）－

○Mesocalanus tenuicornis [+]◆

   (ｶｲｱｼ類の1種)[冷水性/汽水性]
◎Evadne nordmanni [+++]
   (ﾉﾙﾄﾞﾏﾝｴﾎﾞｼﾐｼﾞﾝｺ)

   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]

   (ｶｲｱｼ類の1種)[暖水性]
○Eurytemora herdmani [+]◆■

○Paracalanus parvus  s. l. [+]◆ ○Acartia steueri [+]◆

   (ｵｵｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ)
○Eurytemora pacifica [+]■

   (ｵｵｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ)

◎Paracalanus parvus  s. l. [++]◆ ◎Pelecypoda (larva) [+++]

◎オホーツクタワーの動物プランクトン分析速報（2018年8月）

海洋環境データ 動物プランクトンデータ

概　　要 出現量の多かった種類
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●Evadne nordmanni  
（ノルドマンエボシミジンコ） 
体長：♀・♂0.2-0.7mm。体の後部が三角形で“烏帽子（えぼ

し）”のような形をしていることが特徴。触角を動かしてピョンピョ

ンとはねるように移動する。 

●Paracalanus parvus s. l. ◆ 
（カイアシ類の1種： ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ・ﾊﾟﾙｳﾞｽ） 
体長：♀0.8-1.0mm、♂0.7-1.0mm。日本の各地沿岸に分布する

カラヌス目カイアシ類の1種。本州中部以南では春、東北以北では夏

に多い。 

●Gastropoda (larva) 
（巻貝類の幼生） 
巻貝類の発生途中の幼生。幼生期はトロコフォア、ベリジャーの段階

を経る。貝殻の重量とバランスをとるため、浮遊幼生は浮遊器官（面

盤）を用いて水中を移動・浮遊するものが多い。 

●Copepoda (nauplius) 
（カイアシ類のノープリウス幼生） 
カイアシ類の発生途中の幼生。脱皮を繰り返してノープリウス、コペポ

ダイト幼生の段階を経て成体になる。海産魚類の仔魚生残には、餌とし

てのカイアシ類のノープリウス幼生密度が決定的といわれている。 

●Pelecypoda (larva) 
（二枚貝類の幼生） 
二枚貝類の発生途中の幼生。巻貝と同様、幼生期はトロコフォア、ベ

リジャーの段階を経る。貝殻はベリジャー期に形成される。 

●Podon leuckarti 
（オオウミオオメミジンコ） 
体長：♀0.5-0.9mm、♂0.5-0.8mm。ウミオオメミジンコ属は海洋

表層に分布し、太平洋・日本海沿岸、瀬戸内海に出現する。体の後部は

育房という器官で、そこに卵を産んでふ化した子どもを育てる。 


